
地域医療等の確保・充実について 

 

【要旨】 

〇 釜石保健所の主な取組みを紹介  

 ・救急医療の確保、災害医療の充実、医療安全対策の充実等について紹介 

○ 医療介護連携の推進－かまいし・おおつち医療情報ネットワークの推進－については、  

 ・地域包括ケアシステムの構築を進めていくうえで、医療介護連携の推進は不可欠 

・引き続き、医療介護の情報連携の要として、かまいし・おおつち医療情報ネットワー

ク（ＯＫはまゆりネット）の取組を推進 

○ 以上の２点について、釜石保健所としての対応の方向性を中心に御意見等をいただき

たいこと 

 

１ 地域医療等の確保・充実に係る主な取組について 

《平成 29年度》 

（１）救急医療の確保 

  ア 二次救急体制の整備等 

   ・二次救急医療機関の指定（継続） 

     県立釜石病院、せいてつ記念病院 

  イ 心肺蘇生法の普及等 

   ・心肺蘇生法普及講習会の実施 1 回 ２１人参加 

   ・心肺蘇生法普及講習会の広報  

（２）災害医療の充実 

ア 災害医療対策のとりまとめ等 

   ・釜石地域災害及び救急医療対策連絡会議 1 回 参集団体等 

  イ 災害医療訓練の実施 

   ・災害医療訓練  ※天候不良のため中止とし、後日、情報伝達訓練のみ実施 

    ・情報伝達訓練 

（３）医療安全対策の充実 

  ア 医療安全対策研修会の実施 

   ・医療安全対策研修会の開催 1回 

     演 題  『５Ｓの取組』 

講 師  藤原惠美子 氏（医療法人社団創生会 花憩庵 看護師長） 

     参加者  ４４施設等 １１４人 

（４）適正な医療の確保 

  ア 病院等立入検査の実施 

    病院６、医科診療所７、歯科診療所５、施術所７、歯科技工所２ 

  イ 医療法等関係法令に基づく許認可事務 

 

《平成 30年度》 

  ○ 上記施策のほか、地域包括ケアの推進に係る管内市町との連携 

  ○ 地元出身医学生の公衆衛生研修に係る受入れ対応（予定） 
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２ 医療介護連携の推進について －かまいし・おおつち医療情報ネットワークの推進－ 

（１）医療介護連携について 

  ・住民が、医療や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよ

う、地域包括ケアシステムの構築を進めていくうえで、医療と介護の連携体制の整備に取り組

むことが不可欠 

  ・釜石、大槌地域では、医療、介護、行政等の関係者が、顔の見える関係の中で話し合いを重ね、

医療介護の情報連携の要として、かまいし・おおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネ

ット）を構築、運用中 

（２）かまいし・おおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）について 

  ア  目的・概要 

医療介護連携を一層推進して、住民が地域の中で安心してサービスを受けられることを目的

とし、病院、診療所、薬局、介護事業所等において、インターネットを活用した情報連携ツー

ルを運用 

 イ 推進体制 

・釜石、大槌地域の医療・介護関係団体等で構成される「特定非営利法人 釜石・大槌地域医 

療連携推進協議会」が実施主体となり運用 

・釜石市、大槌町、釜石保健所の行政機関は、その運用を積極的に支援 

   【参加状況 H30.1 現在】 

施 設 区 分 総施設数 参加施設数 参加率 〔参考〕H29.1 月時点 

病 院 6 6 100.0% 100.0％ 
医 科 診 療 所 19 16 84.2% 85.0％ 
歯 科 診 療 所 17 12 70.6% 77.8％ 
薬 局 21 17 81.0% 85.0％ 
介護サービス事業者 48 23 47.9% 47.9％ 

   【利用状況】 

利用患者数(実人員：H30.1 時点累計) 3,928 人 2,516 人(H29.1 時点) 
   

患者紹介件数（県立釜石病院から各施設へ） 

区 分 病 院 医科診療所 歯科診療所 薬  局 介護事業所 計 
H28 年度(１月末時点) 247 896 0 0 15 1,158 
H29 年度(１月末時点) 324 957 17 49 12 1,359 

（３）平成 29 年度の主な取組実績について 

   県の「在宅医療介護連携圏域会議事業」を活用し、釜石市、大槌町、特

定非営利活動法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会との協働により、以

下の取組みを実施 

  ア 普及啓発の取組 

・参加事業所数の拡大を目的としたパンフレットの作成（平成 29年３月） 

   ・住民への普及啓発の実施 

リーフレットの作成及び全戸配布（平成 29 年 10 月） 

ポスターの作成、新聞広告掲載（平成 30年３月予定） 

  イ 利活用促進の取組 

・ＯＫはまゆりネット課題抽出のためのワークショップ開催（平成 29 年６月） 
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（４）平成 30 年度以降の主な取組予定等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【参考：「ＯＫはまゆりネット」の情報連携の例】 

例１ 

 県立釜石病院と地域の病院及び診療所との

情報連携 

 

  複数の医療機関を定期的に利用する患者様の 

 情報を関係施設で共有 

 

 

 

例２ 

 在宅療養患者様などに関係する施設間での 

情報連携 

 

病院の入退院、診療所での受診、服薬指導、介 

護サービスの提供など患者様の情報を関係施設で 

共有 

 

 

３ 
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       目   標     対策の方向性 課   題 

介護事業所を中

心とした参加事

業所の拡大 

システム活用(情

報連携)の促進 

住民の認知度 

が低い(不十分) 

 

・戸別訪問による勧誘 

・シンポジウム等開催による 

意識啓発 

新規事業所加入促進 

 

・システム運用方法の見直し 

・システム運用マニュアル整備 

・操作研修の実施 

システム活用促進 

 

・各事業所窓口でのポスター等掲示 

・その他媒体を活用した広報の実施 

住民への普及啓発 

 

・地域包括ケア体制の拡充 

・医療介護連携の充実 

・システム運営の安定化 

参加事業者の増 

 

・地域包括ケア体制の拡充 

・医療介護連携の充実 

・システム運営の安定化 

システム活用件数の増 

加 

 

・地域包括ケア体制の拡充 

・医療介護連携の充実 

 

利用者数の増 

増 

加 


